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新医薬品が薬価収載されましたのでお知らせいたします。
番
号

薬効
分類

区分 商品名 規格単位 薬価 包装単位 製造販売 成分名 効能・効果 用法・用量 規制等 承認年月日 備考

1 214 内用薬

アジルバ顆粒1％ 1％1ｇ 73.60円 瓶100g（乾燥剤入り） 武田薬品工業 アジルサルタ
ン

高血圧症 <成人>
通常、成人にはアジルサルタンとして20mgを1日1回経口投与する。なお、年齢、症状により
適宜増減するが、1日最大投与量は40mgとする。
<小児>
通常、6歳以上の小児には、アジルサルタンとして体重50kg未満の場合は2.5mg、体重50kg
以上の場合は5mgの1日1回経口投与から開始する。なお、年齢、体重、症状により適宜増減
するが、1日最大投与量は体重50kg未満の場合は20mg、体重50kg以上の場合は40mgとす
る。

処方 R3.9.27 (6)新用量医薬
品
(8) 剤形追加に
係る医薬品
（再審査期間中
のもの）

2 219 内用薬

ビンマックカプセル61mg 61mg1カプセル 155,464.00円 14カプセル［14カプセル
（PTP）×1］

ファイザー タファミジス トランスサイレチン型心アミロイドーシス
（野生型及び変異型）

通常、成人にはタファミジスとして1回61mgを1日1回経口投与する。 処方、劇 R3.9.27 新有効成分

3 247 内用薬

エフメノカプセル100mg 100mg１カプセル 229.70円 30カプセル［10カプセル
（PTP）×3］

富士製薬工業 プロゲステロ
ン

更年期障害及び卵巣欠落症状に対する卵胞
ホルモン剤投与時の子宮内膜増殖症の発症
抑制

卵胞ホルモン剤との併用において、以下のいずれかを選択する。
・卵胞ホルモン剤の投与開始日からプロゲステロンとして100mgを1日1回就寝前に経口投与
する。
・卵胞ホルモン剤の投与開始日を1日目として、卵胞ホルモン剤の投与15日目から28日目ま
でプロゲステロンとして200mgを1日1回就寝前に経口投与する。これを1周期とし、以後こ
の周期を繰り返す。

処方 R3.9.27 新投与経路

4 399 内用薬

リンヴォック錠30mg 30mg1錠 7,459.40円 30錠［10錠（PTP）× 3］ アッヴィ ウパダシチニ
ブ水和物

既存治療で効果不十分なアトピー性皮膚炎 通常、成人にはウパダシチニブとして15mgを1日1回経口投与する。なお、患者の状態に応じ
て30mgを 1日1回投与することができる。
通常、12歳以上かつ体重30kg以上の小児にはウパダシチニブとして15mgを1日1回経口投与
する。

処方、劇 R3.9.27 再審査期間中の
剤型追加

レットヴィモカプセル
40mg

40mg1カプセル 3,680.00円 56カプセル［8カプセル
（PTP）×7］

処方、劇 R3.9.27 新有効成分

レットヴィモカプセル
80mg

80mg1カプセル 6,984.50円 56カプセル［8カプセル
（PTP）×7］

サイバインコ錠50mg 50mg1錠 2,678.40円 14錠［7錠（PTP）×2］ ファイザー アブロシチニ
ブ

既存治療で効果不十分なアトピー性皮膚炎 通常、成人及び12歳以上の小児には、アブロシチニブとして100mを1日1回経口投与する。
なお、患者の状態に応じて200mgを1日1回投与することができる。

処方、劇 R3.9.27 新有効成分

サイバインコ錠100mg 100mg1錠 5,221.40円 14錠［7錠（PTP）×2］

サイバインコ錠200mg 200mg1錠 7,832.30円 14錠［7錠（PTP）×2］

ソグルーヤ皮下注5mg 5mg1.5mL1キッ
ト

26,107円 1筒1本

ソグルーヤ皮下注10mg 10mg1.5mL1キッ
ト

52,214円 1筒1本

8 395 注射薬

ネクスビアザイム点滴静注
用100mg

100mg1瓶 196,940円 1バイアル サノフィ アバルグルコ
シダーゼ ア
ルファ（遺伝
子組換え）

ポンペ病 通常、アバルグルコシダーゼ アルファ（遺伝子組換え）として、遅発型の患者には1回体重
1kgあたり20mgを、乳児型の患者には1回体重1kgあたり40mgを隔週点滴静脈内投与する。

処方、
劇、生物

R3.9.27 新有効成分

9 399 注射薬

サフネロー点滴静注
300mg

300mg2mL1瓶 96,068円 2mL［1バイアル］ アストラゼネ
カ

アニフロルマ
ブ（遺伝子組
換え）

既存治療で効果不十分な全身性エリテマ
トーデス

通常、成人にはアニフロルマブ（遺伝子組換え）として、300㎎を4週間ごとに30分以上かけ
て点滴静注する。

処方、
劇、生物

R3.9.27 新有効成分

処方 R3.1.22 新有効成分

241 注射薬

ノボノルディ
スクファーマ

ソマプシタン
（遺伝子組換
え）

成人成長ホルモン分泌不全症（重症に限
る）

7

RET融合遺伝子陽性の切除不能な進行・再
発の非小細胞肺癌

通常、成人にはセルペルカチニブとして1回160mgを1日2回経口投与する。なお、患者の状
態により適宜減量する。

6 449 内用薬

5 429 内用薬

日本イーライ
リリー

セルペルカチ
ニブ

通常、ソマプシタン（遺伝子組換え）として1.5mgを開始用量とし、週1回、皮下注射する。
なお、開始用量は患者の状態に応じて適宜増減する。その後は、患者の臨床症状及び血清イン
スリン様成長因子‒I（IGF‒I）濃度等の検査所見に応じて適宜増減するが、最高用量は8.0mg
とする。
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10 399 注射薬

コセンティクス皮下注
75mgシリンジ

75mg0.5mL1筒 40,144円 1シリンジ ノバルティス
ファーマ

セクキヌマブ
（遺伝子
組換え）

既存治療で効果不十分な下記疾患
尋常性乾癬、関節症性乾癬、膿疱性乾癬、
強直性脊椎炎、X線基準を満たさない体軸
性脊椎関節炎

〈尋常性乾癬、関節症性乾癬、膿疱性乾癬〉
 通常、成人にはセクキヌマブ（遺伝子組換え）として、1回300mgを、初回、1週後、2週
後、3週後、4週後に皮下投与し、以降、4週間の間隔で皮下投与する。また、体重により、1
回150mgを投与することができる。
 通常、6歳以上の小児にはセクキヌマブ（遺伝子組換え）として、体重50kg未満の患者には1
回75mgを、体重50kg以上の患者には1回150mgを、初回、1週後、2週後、3週後、4週後に
皮下投与し、以降、4週間の間隔で皮下投与する。なお、体重50kg以上の患者では、状態に応
じて1回300mgを投与することができる。

 〈強直性脊椎炎、X線基準を満たさない体軸性脊椎関節炎〉
 通常、成人にはセクキヌマブ（遺伝子組換え）として、1回150mgを、初回、1週後、2週
後、3週後、4週後に皮下投与し、以降、4週間の間隔で皮下投与する。

処方、
劇、生物

R3.9.27 1‒(6)：新用量
医薬品
1‒(8)：剤型追
加に係る医薬品
（再審査期間中
のもの）

11 429 注射薬

パドセブ点滴静注用30mg 30mg1瓶 99,609円 1バイアル アステラス製
薬

エンホルツマ
ブ ベドチン
（遺伝子組換
え）

がん化学療法後に増悪した根治切除不能な
尿路上皮癌

通常、成人にはエンホルツマブ ベドチン（遺伝子組換え）として1回1.25mg/kg（体重）
を30分以上かけて点滴静注し、週1回投与を3週連続し、4週目は休薬する。これを1サイクル
として投与を繰り返す。ただし、1回量として125mgを超えないこと。なお、患者の状態によ
り適宜減量する。

処方、
劇、生物

R3.9.27 新有効成分

12 429 注射薬

ライアットMIBG‒I 131 静
注

1.85GBq5mL1瓶 1,072,505円 5.0mL［1バイアル］ 富士フイルム
富山化学

3‒ヨードベン
ジルグアニジ
ン（131I）

MIBG集積陽性の治癒切除不能な褐色細胞
腫・パラガングリオーマ

通常、成人には3‒ヨードベンジルグアニジン（131I）として1回5.55～7.4GBqを1時間かけて
点滴静注する。

処方、劇 R3.9.27 新有効成分

13 490

アロフィセル注 4瓶1組 5,620,004円 ‒ 武田薬品工業 ダルバドスト
ロセル

非活動期又は軽症の活動期クローン病患者
における複雑痔瘻の治療。ただし、少なく
とも1つの既存治療薬による治療を行って
も効果が不十分な場合に限る。

通常、成人にはヒト間葉系幹細胞として、1回量120×106個（4バイアル（24mL）全量）
を、最大で原発口2つまで、二次口3つまでの瘻孔に対して、掻爬等の処置を行った後に投与
する。

処方 R3.9.27 新再生医療等製
品

・薬価については官報をご確認下さい。

・承認時段階の情報につきましては、適宜、日本薬剤師会雑誌の日薬医薬品情報に掲載しておりますのでご参照下さい。

・承認に関する情報は「医薬品医療機器情報提供ホームページ」の新薬の承認に関する情報もご参照下さい。

・医薬品薬価マスターに関する情報は「診療報酬情報提供サービス」をご参照下さい。

・医薬品コードに関する情報は「薬価基準収載医薬品コード表(MEDIS‒DC提供)」をご参照下さい。
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